
1992 年、千葉県生まれ。鶴見大学歯学部在学中から個人でアプリ開発を行う。

歯科医師国家試験の対策アプリを開発し、新卒歯科医師の約 8 割が利用するまで

成長させる。2016 年に歯科医師免許を取得。東京歯科大学大学院博士課程に進

学後は、医事・衛生法規や歯科医療管理、社会保障制度など歯科保健医療が

抱える種々の問題について専攻。同大学院中退後の 2017 年にワンディー

株式会社を創業。

歯科医師が「不足」する時代がくる。データを読み解けば、これはほぼ確実に起こり得る未来であるこ

とがわかります。

現在、歯科医師の平均年齢は 54 歳で右肩上がりです。既に歯科医師の 3 人に 1 人が 60 歳以上となっ

ており、開業歯科医に限定すれば平均年齢が 60 歳を超えています。うち約 9 割が「後継者なし」の状況と言われており、安

定的な歯科医療の提供体制が揺らぐ可能性があります。

歯科医師数自体も 2025 年頃から減少トレンドに入り、15 年後には人口 10 万対で 63.5 人（1994 年の水準）になるという

推計もあります。

さらに、近年の歯科医師国家試験では合格者の約半数が女性となっています。女性は妊娠・出産などライフイベントによる離職

が男性よりも相対的に多いと仮定すると、人口 10 万対で 60 人を下回る可能性は十分にあると考えられます。

歯科医師過剰問題が取り沙汰されて、20 年あまり。過剰問題とは何だったのか。歯科医師が不足する時代、

われわれが知っておくべき「7 つのこと」とは。また、業界はどう変わっていき、歯科医師はどう生きるべきか。

ワンディー株式会社代表取締役・松岡周吾による無料ランチョンセミナー。


